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本研究プロジェクトについて

 ICTを利⽤した情報システムが⾼度化し適⽤範囲が広
がるに従って、情報システム関連 の評価に対する要求も
多様化し、システム監査においても従来と違う視点が求
められている。

本研究会では、ビッグデータ、知的財産保護、SNS等の
多様化する情報システムについて、 システム監査の視点
からの検討を⾏っている。

研究会での討議を通じて、知識の整理と相互研鑽の場
とする。

今回は、その最終報告として、多様化するシステムと、そ
れに対応するシステム監査実務のあり⽅について報告す
る。
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当研究プロジェクトの活動実績（１／８）

【第１回（発表担当：松⽥ 貴典）】
・⽇ 時： 2013年8⽉30⽇
・テーマ： 「⼤学での内部監査と個⼈情報保護」
・内 容：⼤学の内部統制の現状、研究室も対象にした内部監査と個⼈情

報保護の監査の事例紹介を⾏い、⺠間企業と⼤学の組織・⾵⼟
の違いやシステム監査を実施する上での留意点等について討議した。

【第２回（発表担当：松⽥ 貴典）】
・⽇ 時： 2013年9⽉27⽇
・テーマ： 「ＳＮＳの効⽤と脆弱性 －炎上したＳＮＳの事件をモデルに－」
・内 容：ＳＮＳは多くの利便性がある半⾯、安易な利⽤が社会的な問題

になっている。これらの脆弱性について、最近問題となった事故や
事件から分析し、その対策について討議した。
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監査を実施する組織の多様性

「⺠間企業」

「教育機関（大学等）」
「研究室」「教員」
を聖域にしない

・住基ネット稼動

・個人情報保護法
施行

「公共団体」
「⾮営利団体」

にも拡⼤

・個人情報保護
意識の高まり
・SNS等の普及

多様性に関する視点（１）
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当研究プロジェクトの活動実績（２／８）

【第３回（発表担当：福本 洋⼀）】
・⽇ 時： 2013年10⽉25⽇
・テーマ： 「ビッグデータ内のパーソナルデータの取扱いにおける法的留意点」
・内 容：JR東⽇本のSUICA情報の外部提供事件では、ビッグデータ内

の個⼈情報の取り扱いが問題となった。これらについて、弁護⼠
の⽴場から⾒た法的留意点について整理し、討議した。

【第４回（発表担当：荒牧 裕⼀）】
・⽇ 時： 2013年12⽉6⽇
・テーマ： 「サイバー空間・潜む罠－最近の新聞記事より－」
・内 容：⽇経新聞に掲載された同名の連載記事を題材に、ネットバンキ

ングの不正アクセス被害、スマートフォンの不正アプリ、ＳＮＳで
のなりすまし、電⼦万引等の危険性を整理し、⼀般会社員や
学⽣に対する啓蒙⽅法について討議した。
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当研究プロジェクトの活動実績（３／８）

【第５回（発表担当：林 裕正）】
・⽇ 時： 2014年2⽉7⽇
・テーマ： 「ビッグデータを⽀えるセキュリティ技術」
・内 容：Ｆ社におけるビッグデータビジネスへの取り組みの現状の紹介、

奈良先端科学技術⼤学院⼤学のセミナー資料によるセキュリ
ティ技術の解説をした上で、ビッグデータにおける新たな監査視
点について討議した。

【第６回（発表担当：伊地知 裕貴）】
・⽇ 時： 2014年3⽉14⽇
・テーマ： 「情報システム管理 －アクセス権の設定に関して－」
・内 容：システム管理における、アクセス権の設定とメール誤送信対策に

ついて、その経験を踏まえた実践的な留意点を発表した。
また、組織としての対応の難しさ等についても討議した。
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技術の進歩とリスクの多様性

「ビッグデータ」の営利利⽤

「適切なリスク分析」
「監査手法の検討」

の必要性

「ネットバンキング」不正送⾦

多様性に関する視点（２）

「ＳＮＳ」でのなりすまし スマホによる「電⼦万引」

ＩＣＴの進展による社会への影響
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当研究プロジェクトの活動実績（４／８）

【第７回（発表担当：荒牧 裕⼀）】
・⽇ 時： 2014年4⽉16⽇
・テーマ： 「仮想通貨ビットコインの可能性と脆弱性」
・内 容：ビットコインの購⼊や採掘を⾏っている経験を踏まえ、ビットコイ

ンの技術的特徴や技術的問題点（脆弱性）等について解説
し、その可能性・危険性について討議した。

【第８回（発表担当：荒牧 裕⼀）】
・⽇ 時： 2014年5⽉27⽇
・テーマ： 「ソフトウェア著作権の監査」
・内 容：⽇本システム監査⼈協会 近畿⽀部における、研究プロジェクト

の成果を基に、委託開発ソフトの著作権管理やパッケージソフト
のライセンス管理に関する監査⼿法について討議した。
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多様性に関する視点（３）

管理状況（成熟度）の多様性

管理レベル 管理状況 監査の可否

０
管理が存在しない段階
管理規程、管理台帳の不存在
管理責任者が不明確

実質的な監査は
不能

（コンサルティン
グ）１

初期・場当たり的な段階
組織的ではなく、管理者（担当者）が個人的に対応
関連規程は存在するが守られていない

２
反復可能な段階
管理規程、管理台帳が一応存在
管理者が明確であり、組織的・定期的に管理

整備の段階に応じ
た、部分的な監査

が可能

３
定義されている段階
管理規程、管理台帳が整備され、必要な項目が含まれている

４
管理されている段階
規程に基づき管理が実施されモニタリングされている
教育が実施されている

監査が可能

５
最適化されている段階
自社で内部監査、リスク分析を実施している
管理の見直しがされている
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当研究プロジェクトの活動実績（５／８）

【第９回（発表担当：荒牧 裕⼀）】
・⽇ 時： 2014年7⽉25⽇
・テーマ： 「会計監査における監査の分類」
・内 容：会計監査では、直接監査と間接監査、監査、レビュー、合意さ

れた⼿続 といった多様な業務が⽤いられている。これらの特徴を
研究し、システム監査にも応⽤できないかどうか検討した。

【第１０回（発表担当：合同研究）】
・⽇ 時： 2014年9⽉6⽇
・テーマ： 「システム監査技術者のシラバスの検討」
・内 容：IPAが公表しているシステム監査技術者試験のシラバス

（Ver2.0）を元に、現在、システム監査技術者にとって必要と
されている知識体系について検討した。また、多様化するシス
テム監査に適応するための追加項⽬についても議論した。
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多様性に関する視点（４）

監査業務の多様性

監査
監査⼈の⼼証形成に必要な⼿続をすべて実施

レビュー
ある程度限定された⼿続を実施

合意された⼿続
当事者間で合意した⼿続のみ実施

直接監査
監査人が直接
安全性等を監査

間接監査
経営者の作成した
報告書等の内容を

監査
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当研究プロジェクトの活動実績（６／８）

【第１１回（合同研究）】
・⽇ 時： 2014年10⽉24⽇
・テーマ： 「マイナンバーの取扱いに関するガイドラインについて」
・内 容：先⽇公表された、「特定個⼈情報の適正な取扱いに関する

ガイドライン（事業者編）（案）」の内容について研究した。

【第１２回（合同研究）】
・⽇ 時： 2014年12⽉3⽇
・テーマ： 「私物端末の業務利⽤（ＢＹＯＤ)の監査」
・内 容：私物端末の業務利⽤（ＢＹＯＤ：Bring Your Own 

Device)について、その管理運⽤上の問題点等について討議
した。
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当研究プロジェクトの活動実績（７／８）

【第１３回（発表担当：林 裕正）】
・⽇ 時： 2015年1⽉10⽇
・テーマ： 「内部不正の事例研究」
・内 容：企業での内部不正の事例を研究し、それを基に監査の視点から

企業の内部不正への対応と防⽌策について意⾒交換した。

【第１４回（発表担当：深瀬 仁）】
・⽇ 時： 2015年12⽉3⽇
・テーマ： 「スマートデバイスの業務利⽤における動向とリスク対策に

ついて」
・内 容：12⽉の「私物端末の業務利⽤（ＢＹＯＤ)の監査」を受け、

企業におけるスマートデバイスの利⽤実態とその管理運⽤上の
実務対応について討議した。
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多様性に関する視点（５）

監査目的の多様性

信頼性 安全性 効率性

適法性
コンプライアンス

経営戦略
適合性

利便性
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多様性に関する視点（６）

情報提供先の多様性

経営者への情報提供
（内部⽬的）

ステークホルダーへの説明責任
（外部目的）
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多様性に関する視点（７）

アプリ・認証形態・機器の多様性

携帯電話ＰＣ

スマートフォン タブレット

ワンタイムＰＷ

クラウドアプリ社内アプリ Ｗｅｂサイト

バイオメトリクス電⼦証明書
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当研究プロジェクトの活動実績（８／８）

【第１５回（発表担当：雜賀 努）】
・⽇ 時： 2015年4⽉3⽇
・テーマ： 「システム監査とERMと経営計画」
・内 容：中堅メーカにおけるプロジェクトの事例を基に、リスク管理と経営

計画の連動の重要性について意⾒交換した。

【第１６回（合同研究）】
・⽇ 時： 2015年5⽉11⽇
・テーマ： 「最終報告について」
・内 容：６⽉５⽇の最終報告の内容について討議した。
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多様性に関する視点（８）

監査の活用場面の多様性

Plan

Do

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔ
・PDCAサイクル

全体で、監査を
活用
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今後の活動について

・引き続き、多様性のテーマについて発表と討議を⾏う。
（マイナンバー制度、クラウドサービス、知的財産権、IoT 等）

・討議の進め⽅については、個⼈発表中⼼から、合同研究併⽤型へ
移⾏する。

・既出のテーマについて、さらに深く研究することも⾏う。

・2016年3⽉までの成果をまとめ、6⽉の研究⼤会で報告する。
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